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危険度５ 
危険度４ 
危険度３ 
危険度２
危険度１

川から水が溢れてきます。
川がはん濫する恐れがあります。 
避難判断水位を超えています。 
普段よりかなり増水しています。
川の水位が上昇する恐れがあります。

無理に避難せず､自宅等の２階に避難し救助を待ちましょう。 
これまでには避難を終えましょう。 
避難を始めましょう。 
避難の準備をしましょう｡(要援護者の方は避難を始めましょう｡)
テレビやラジオ､インターネットなどの情報に注意しましょう｡

危険度５
危険度４

危険度３

危険度２

危険度１
高水敷

普段の水位普段の水位

水防団待機水位水防団待機水位

はん濫注意水位はん濫注意水位

避難判断水位避難判断水位

はん濫危険水位

河川の水位から洪水の危険度を知っておきましょう河川の水位から洪水の危険度を知っておきましょう
大雨の影響で河川の水位が上昇し、はん濫します。大雨の影響で河川の水位が上昇し、はん濫します。 
雨の降り方や住んでいる地域で異なりますので雨の降り方や住んでいる地域で異なりますので 
気象情報や避難情報に注意し避難の準備をしましょう。気象情報や避難情報に注意し避難の準備をしましょう。

大雨の影響で河川の水位が上昇し、はん濫します。 
雨の降り方や住んでいる地域で異なりますので 
気象情報や避難情報に注意し避難の準備をしましょう。

水位はインターネットで 
テレメータ水位佐呂間別川 
で検索すると確認すること 
ができるので､河川に近づ 
いてはいけません。

平均風速(毎秒)
10m～15m未満
15m～20m未満
20m～25m未満
25m～30m未満
30m以上

取り付けの悪い看板やトタンが飛び始める。
ビニールハウスが壊れ始める。
シャッターが壊れ始める。風で飛ばされた物で窓ガラスが割れる。
ブロック塀が壊れ始める。立っていられなくなる。
屋根が飛ばされたり、木造住宅の全壊が始まる。

予想される状況・被害予報用語
やや強い風
強い風

非常に強い風

猛烈な風

風の強さと予想される被害を知っておきましょう風の強さと予想される被害を知っておきましょう

１時間の雨量

10mm～20mm未満 

20mm～30mm未満 

30mm～50mm未満 

50mm～80mm未満

80mm以上

予報用語

やや強い雨

強い雨

激しい雨

非常に激しい雨

猛烈な雨

地面一面に水たまりができる

道路が川のようになる

水しぶきであたり一面が白っぽく
なり視界が悪くなる

屋外の様子

この程度の雨でも長く続く場合は注意が必要。
傘をさしていても濡れる。側溝や下水、小さな川があ
ふれ、小規模のがけ崩れが始まる。
山崩れやがけ崩れが起きやすくなる。 
下水道管から雨水があふれる。
地下室に雨水が流れ込む場合がある。 
土石流が起こりやすくなる。
大規模な災害が発生するおそれが強く、厳重な警戒
が必要となる。

予想される状況・被害

雨の強さと予想される被害を知っておきましょう雨の強さと予想される被害を知っておきましょう

警報名
暴風（平均風速）

暴風雪（平均風速）

大雨

洪水

内　容
陸上20m/s,海上25m/s
陸上18m/s,海上25m/s 
（雪による視程障害を伴う）

（1時間雨量）平坦地50mm 平坦地以外60mm
（土壌雨量指数※１）  113
(流域雨量指数※２)
佐呂間別川流域：17 仁倉川流域:7

記録的短時間大雨情報 (1時間雨量)90mm
大雪 12時間降雪の深さ 40cm

高潮(潮位):TP上 網走1.3m (1.1m 平成22年5月～)
波浪(有義波高) 6m

警報発表基準（平成22年1月現在）③
注意報名

強風（平均風速）

風雪（平均風速）

大雨

洪水

内　容
陸上12m/s,海上15m/s
陸上10m/s,海上15m/s 
（雪による視程障害を伴う）

（1時間雨量）30mm（3時間雨量）50mm
高潮(潮位):TP上 網走0.9m (0.7m 平成22年5月～)
波浪(有義波高) 3m

（土壌雨量指数※１）  79
(流域雨量指数※２)
佐呂間別川流域：11 仁倉川流域:4
(佐呂間別川流域：13 仁倉川流域:6
 平成22年5月～)

大雪 12時間降雪の深さ 25cm

注意報発表基準（平成22年1月現在）②

津波に関する発表

「オホーツク海沿岸」

地震に関する発表

「北見地方」 
  (平成22年4月～)

気象に関する発表

「佐呂間町」 
  (平成22年5月～)

発表区域①
気象庁が発表する注意報・警報を知っておきましょう気象庁が発表する注意報・警報を知っておきましょう

※１ 「土壌雨量指数」とは…降った雨が土壌中に水分量としてどれだけ貯まっているかをモデルを用いて
　　　　　　　　　　　　 計算によって指数化したもの。
※２ 「流域雨量指数」とは…河川の流域に降った雨水がどれだけ下流の地域に影響を与えるかを流出過程 
　　　　　　　　　　　　 と流下過程の計算によって指数化したもの。

非常持出品を準備しておきましょう
いざという時のために､非常持出品をそろえ､
いつでも持ち出せるようにしておきましょう。 
非常持出品チェックリストを参考にしながら
家族で準備しておきましょう。

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13
14

15 

16 
17 
18 
19 
20 
21

乾パン 
飲料水
懐中電灯 
ローソク 
ライター 
携帯ラジオ 
万能はさみ 
軍手・手袋 
ロープ　 
常備薬・持病薬など 
レジャーシート　2畳 
簡易トイレ 
タオル
ポリ袋　　　　　

救急袋 
　　毛抜き
　　消毒薬
　　脱脂綿
　　ガーゼ（滅菌）
　　救急ばんそうこう
　　包帯
　　三角巾
　　マスク
トイレットペーパー 
ウェットティッシュ 
ガムテープ(布製) 
油性マジック(太) 
筆記用具
サランラップ

●ベランダにある植木鉢など飛ばされる危険が高いも 
　のは､室内に取り込みましょう｡　

●煙突やアンテナなどは、 
　支線を張り補強してお 
　きましょう。

●屋根､外壁､窓ガラス､ブロック塀などは日頃から点検 
　して､不備な箇所は補修しておきましょう。

●下水溝のゴミや泥を除き、 
　水はけを良くしておきま 
　しょう。

洪水・強風対策をしておきましょう
台風や大雨は、襲来時期や規模をある程度予測できる
ので、気象情報を気にかけ対策をしておきましょう。

地域で防災について話し合っておきましょう
日頃から防災について話し
合い、災害が発生した時に、
情報の収集、初期消火、救
出、救助などの助け合い
や協力し合うことが減災
につながります。

災害時要援護者への手助けの準備をしておきましょう
高齢者・障害者・子供・妊婦など
の災害時要援護者は避難時に手助
けが必要となります。自分の家や
近所に災害時要援護者がいないか
を確認し、いざという時に手助け
ができるように準備しておきまし
ょう。

避難経路を確認しておきましょう

自分の家から避難所・一時避難所
までの経路を決めておきましょう。
｢防災ハザードマップ｣で危険箇所
を確認して､安全に通行できる経
路を選択しましょう。

避難場所を確認しておきましょう
自分の家の住んでいる地区が、ど
こに避難するのか確認しておきま
しょう。確認ができたら 
｢わが家の避難所｣にしっかり記入
しておきましょう。
※災害ごとに避難所が異なる地区
　があるので注意してください。

｢防災ハザードマップ｣で自分の家
や住んでいる地区が、どの程度浸
水するのか、津波の危険があるか、
土砂災害の危険箇所は近くにある
のかなどを確認しておきましょう。

危険箇所を確認しておきましょう

いつ起こるかわからない災害に備えて 
日頃から家族で災害について話し合っておきましょう。
いつ起こるかわからない災害に備えて 
日頃から家族で災害について話し合っておきましょう。日頃の備え日頃の備え
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避難準備

避難情報 発令時の状況 町民のみなさんがとるべき行動

避難勧告

避難指示

人的被害の発生する可能性が 
高まった状況。

非常持出品の用意などの避難準備を開始。また、避難行動に 
時間を要する方は避難行動を開始してください。

通常の避難行動ができる方は、指定避難所へ避難行動を開始 
してください。

避難勧告の発令で避難中の方は、確実に避難行動を完了させて 
ください。避難に間に合わない方は、命を守る最低限の行動を 
とってください。

人的被害の発生する可能性が 
明らかに高まった状況。

人的被害の発生する危険性が 
明らかに高まった状況。 
もしくは人的被害が発生した状況。

小

大

危 

険 

度

災害が発生する前に、早めの避難を心がけてください。
自然現象のため不測の事態も想定されるため、その時の状況に応じて避難行動をとりましょう。

町 民 の み な さ ん

インターネット学校・保育所
福祉施設等(自主防災組織)

自治会広報車報道機関
テレビ・ラジオ

網走支庁網走地方気象台

佐呂間町役場

避難情報の流れ

気象情報・気象予報の流れ

災害に関する情報は、下図の経路で町民のみなさんに伝達されます。
これらに注意し、すみやかに避難できるように心がけましょう。避難情報の流れ 災害に関する情報は、下図の経路で町民のみなさんに伝達されます。
これらに注意し、すみやかに避難できるように心がけましょう。避難情報の流れ

最新の気象情報などをチェックし、警報や警戒情報などが発令されたら、避難準備をしてく 
ださい。
特に浸水想定区域や土砂災害危険箇所が身近にある場合には、早めの避難が重要です。

北海道防災情報 http://www2.bousai-hokkaido.jp/pc/（パソコン用）

http://www.bousai-hokkaido.jp/mobile/（携帯電話用）

（気象情報、避難情報、道路情報、河川情報など）防災情報３

（携帯電話用） http://i.river.go.jp/
国土交通省　川の防災情報 http://www.river.go.jp/（パソコン用）

（雨量、水位、洪水予報など）河川情報２

気　象　庁 http://www.jma.go.jp/jma/index.html（パソコン用）

（パソコン用）網走地方気象台 http://www.jma-net.go.jp/abashiri/

（気象警報・注意報、台風情報、洪水予報、土砂災害警戒情報、地震情報など）防災気象情報１

テレビ・ラジオ以外でもインターネットや
携帯電話から情報を入手することができます。気象・災害情報の入手方法を知っておきましょう テレビ・ラジオ以外でもインターネットや
携帯電話から情報を入手することができます。気象・災害情報の入手方法を知っておきましょう

●避難は徒歩が原則です。車による避 
　難は渋滞を引き起こし、一刻を争う 
　津波からの避難にかえって危険です。

●もし、高台が近くにない場合にはコ 
　ンクリート造りの高い建物のなるべ
　く高階層に避難しましょう。

●地震後は噂やデマ 
　に惑わされず、正 
　しい情報に基づい 
　て行動しましょう。

●地震を感じてなく 
　ても、津波警報が 
　発表されたら直ち 
　に海浜から離れ、 
　急いで高台などの 
　安全な場所に避難 
　しましょう。

●津波は繰り返し襲っ
　てくるので、津波警
　報が解除されるまで
　高台の安全な場所に
　避難を続けましょう。

●強い地震（震度４程
　度）を感じたときや、
　弱い地震が長い時間
　ゆっくりと感じたと
　きは直ちに海浜から
　離れ、急いで高台な
　どの安全な場所に避難しましょう。

津波情報が発表される津波の高さ

津波警報（大津波）

津波警報（津波）

津波注意報 0.5m

1m,2m

3m,4m,6m,10m以上

津波情報が発令！その時、とるべき行動津波情報が発令！その時、とるべき行動!!!!津波情報が発令！その時、とるべき行動!!

　　津波は繰り返し襲って
きます。津波警報や注意報が
発表されたら 
解除されるま
で海岸に近づ 
いてはいけま
せん。

　 津波は陸上を駆け上がり、
家や車をさらっていくほどの 
破壊力を 
持ってい 
ることが 
あります。

　 津波は突然襲ってくるこ
ともあります。 
必ず引き潮か
ら始まるもの 
ではありませ 
ん。

　 津波は海岸付近の浅いと
ころで急激に高
くなります。海岸
で津波が見えて
からでは、逃げ切 
れません。

津波の特徴を知っておきましょう津波の特徴を知っておきましょう津波の特徴を知っておきましょう

前ぶれ現象

がけや斜面 
から水が噴
き出す。

地面にひび 
割れができ 
る。

沢や井戸の 
水が濁る。

             斜面の一部あるいは 
              全部が地下水の影響
              と重力によってゆっ 
              くりと斜面の下の方 
              に移動する現象のこ 
              とを「地すべり」とい 
              います。土の量が多い 
              ため、大きな被害が出  
　　　　　　　ます。また、一度動き 
出すと、完全に停止させることは非常
に困難です。雨だけの原因ではないた
め、発生の予測は難しいです。

地すべり               山腹、川底の石や土 
               砂が長雨や集中豪雨
               などによって一気に 
               下流へと押し流され 
               るものを「土石流」と 
               いいます。その流れ 
               の速さは規模によっ 
               て異なりますが、時速 
20km～40kmという速度で一瞬のうちに 
人家や畑などを壊滅させてしまいます。

前ぶれ現象

山鳴りが 
する。

川の流れが 
濁り流木が 
混ざりはじ
める。

雨が降り続 
いているの 
に川の水位 
が下がる。

土 石 流               地中にしみ込んだ水 
               分が土の抵抗力を弱 
               め、雨や地震などの 
               影響によって急激に 
               斜面が崩れ落ちるこ
               とを「がけ崩れ」とい 
               います。がけ崩れは、 
               突然起きるため、人 
家の近くで起きると逃げ遅れる人も 
多く、死者の割合も高くなっています。

がけ崩れ

前ぶれ現象

小石がパラ 
パラ落ちて
くる。

がけから、水 
がわき出て 
くる。

斜面のひび割 
れ、変形がみ 
られる。

次のような現象に気づいた場合は、土砂災害が発生する可能性があります。直ちに周りの人と安全な場所へ避難しましょう。
前ぶれ現象に注意しましょう

大雨による土砂災害発生の危険度が高 
まったときに、気象庁から発表されます。
発表されなくても、斜面の状況に注意し、 
前ぶれ現象に気づいた場合には、速やか 
に避難してください。

土砂災害警戒情報に注意しましょう

１００１００
ミリミリ

土砂災害の多くは雨が原因で起こり
ます。１時間に20ミリ以上、または降
り始めから100ミリ以上の降雨量に
なったら十分な注意が必要です。

雨に注意しましょう

土砂災害の特徴を知っておきましょう土砂災害の特徴を知っておきましょう


